
令和 2 年 10 月 5 日 

 

WC 京都府予選府大会における新型コロナウイルス感染防止について 

 

京都府高体連バスケットボール専門部 

 

 本専門部では、「JBA（公益財団法人日本バスケットボール協会）バスケットボール活動再開に向

けたガイドライン」（2020 年 6 月 8 日）及び「ＪＢＡバスケットボール活動再開ガイドライン第 2

版」（2020 年 9 月 10 日）を参考に、以下のように感染防止対策を講じます。御理解御協力いただき

ますようお願いいたします。また、両ガイドラインはＪＢＡのＨＰよりダウンロードできますので、

各チームでも御確認ください。 

 

1 大会運営全般について 

(1) 大会主催者は本部に感染対策責任者を設置する（会場主任が兼任）。 

(2) 参加者から新型コロナウイルス感染症を発症したとの報告があった場合や地域の生活圏にお

いて感染拡大の可能性が報告された場合の対応方針について、保健所と予め検討しておく。 

(3) 万が一感染が発生したときには、保健所からの要請に従い、感染拡大防止に協力する。 

(4) 消毒等感染防止に必要な物品は、本専門部が準備する。 

(5) 10 月 23 日(金)～25 日(日)の舞鶴文化公園体育館、宮津市民体育館会場での試合は無観客試合

とする。会場に入ることができるのは、顧問・コーチ・学校関係者・選手及び大会役員のみと

し、報道関係者等は大会本部の許可を得るものとする。10 月 31 日(土)11 月 1 日(日)の島津ア

リーナでの試合については、別途観戦制限を設ける（決定次第関係者に連絡します）。 

(6) チーム及び選手の参加可否は所属校長が判断する。 

 

2 会場運営について 

(1) 試合間にゆとりを持たせ、選手・チーム関係者は基本的に完全入れ替えとする。審判、大会

役員、ＴＯ・ＣＫなど生徒補助員も最小限の人数で行う。ＴＯ・ＣＫは、大会スケジュール

通りとする。ハーフタイムアップもなしとする。 

(2) 会場は窓を開放する等して常時換気する。ゲーム間はカーテンや窓をすべて開放して換気を

行う。 

(3) 各試合終了後、試合が終わったチームは、それぞれ自ベンチ及びその周辺の消毒を行い、速

やかに退場する。ＴＯ・ＣＫの椅子・用具等の消毒は、担当したチームが業務終了後に行う。

必要に応じて使い捨て手袋を準備する。 

(4) 更衣室・控室はできるだけ広さにゆとりを持たせ、一度に入室する人数を制限するなど利用

者どうしが密になることを避ける。各会場において更衣室として開放した諸室を設ける。 

室内またはスペース内で複数の利用者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取手、

椅子など）は大会役員が消毒する。 

各チームが更衣室を利用する場合は、顧問が付き添い密を避けるようにする。 

(5) トイレ・手洗い所には石鹸・消毒液を準備し、「手洗いは 30 秒以上」等の掲示があることが

望ましい。また、出入り口にも消毒液を準備する。 

 



3 参加者について 

(1) 参加者は、マスクの着用やソーシャルディスタンスの確保、手洗いの励行など、基本的な衛生

エチケットを遵守すること。試合中も、ベンチにいるときは、熱中症予防に気をつけながらで

きるだけマスクを着用し、大人数で合わせて声を出すことも控える。ＴＯ・ＣＫについてもマ

スク等、顔を覆うものを着用することが望ましい。更衣室でもマスクを着用し、接触や会話を

控える。ごみの持ち帰りを徹底し、特に使用後のマスク等を会場のゴミ箱に捨てたりしないこ

と。昼食時などマスクを外すときは、できるだけ会話をしないように心がける。 

(2) 試合前後または試合中に、握手、ハイタッチなどの接触は避ける。 

(3) 熱中症予防にも十分配慮することとし、水分補給を行うときは、各自のペットボトルや使い捨

て紙コップなどを用意し、飲み回し等を行わないようにすること。 

(4) 参加者の行動記録の把握のため、以下の書類を準備すること。すべて受付時に競技役員に提出

するものとする。 

①「健康チェックシート」（様式 1 ＷＣ府大会用） 参加者全員 

大会前 2 週間における体温及び健康状態他必要事項を記入する。 

各チームは顧問がチーム関係者全員分（顧問・コーチ・学校関係者・選手）を番号順に

まとめて提出する。大会本部で確認後返却する。 

チーム引率のない大会役員、メディア関係者等については、受付で提出。他団体等の協力

審判は審判委員長にデータを送付する。 

②「健康チェック一覧表」（様式 2 ＷＣ府大会用） チーム関係のみ 

各チーム顧問が記入し、大会本部に 1 部提出する。少なくとも 3 ヶ月保管とする。 

③「参加者名簿」（様式 3） 島津アリーナ京都を使用するチームのみ 

公営体育館から提出を求められているものです。参加者全員の氏名・年齢・住所・電話番

号を記入しておいてください。様式は一応準備していますが、既存の物があればそれでも構

いません。 

    ※様式はメール添付していますが、高体連ＨＰからもダウンロードできるよう準備します。 

     個人情報を大会本部や体育館、また状況によっては保健所等に提出する可能性があるこ

とは、事前に保護者から同意書を取っておいてください。 

(5)各会場とも顧問は受付時に①～③を提出する。選手は顧問の指導のもと、「健康チェック一覧

表」（様式 2）の順番に整列し、検温チェックを受けてからまとまって入館すること。 

遅れてくる生徒がいるときは、その旨を大会役員に連絡する。到着次第、顧問が生徒ととも

に大会役員に報告してから入館させる。 

 (6)大会各会場でのタイムスケジュール 

  別紙参照（後日送付します） 

 

４ その他 

  (1)島津アリーナ京都では、体育館外・1Fアリーナ回りにおけるボールの使用は禁止する。  

  (2) 10 月 23 日(金)～25 日(日)の舞鶴文化公園体育館、宮津市民体育館会場について、観戦応援

にきてくださる学校関係者（管理職）も健康チェックシート（様式 1）が必要です。もしくは

それに代わるものをご持参いただくようお伝えください。 


